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Development of data control system on the train for ground facilities monitoring. 
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For the ground facilities monitoring by commercial trains, it is effective to manage all data obtained by various 

measurement devices collectively, and we developed the on・train data control system for commercial trains. This 

system has three main functions. The first function is to transmit information such as train speed from MONS, 

which is one of train monitoring systems of JR East, to "the maintenance server". The second is to transmit 

information form various measurement devices to "the maintenance server". The third is to record data collected 

in the "the maintenance server" using the recording device. We installed this system in MUE・Ti・ain, which is-the 

multipurpose experimental train of JR East, and checked it works precisely. 
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1.はじめに

鉄追における地上設備に対しては、列車の安全安定輸送

を確保するため保守 ・点検作業を行っていますが、現状で

は、年に数回の検測車による測定や巡回による目視点検を

行っているのが実惰であり，検査頻度の向上による故障予

兆把握や巡回等による点検作業の負担軽減を進めていく必

要があります。そこで、営業に用いている車両に各種計測

器を取り付けて検測を行うことにより、検測頻度をより高

くして、地上設備の故節予兆や劣化状態を確飽することや

点検作業のク↓担を軽減することが可能なモニタリング方法

について検討しています。その際、車両に搭載した各種の

計測装置を個別に管理することは効率的ではありません。

そこで、各種計測装骰が必要な情報や計測したデータなど

を一元的に管理することができる地上設備モニタリング用

車上制御装説の開発を行いました。

2 開発概要

開発する制御装骰には、以下の3つの機能を持たせるこ

とにしま した。

(1)運転情報配信・表示機能

車両制御システムより、キロ程、速度、時刻情報など

の運転情報を専用のサーバが取得し、各種計測機器へ

配信する機能。また、走行中の車両情報をリアルタイ

ムに表示する機能。

(2)各種計測装置の動作確認、測定データ集約機能

各計測装置から送信される生存監視梢報、装骰の異常

などによるアラーム情報、各計測装骰が得た測定デー

タなどを専用のサーパに集約する機能。

(3)データ記録機能

専用のサーパで取得した車両梢報や集約した計測装骰

の情報、測定データなどを専用のハードディスクに菩

栢する機能。

また、地上設備用の各計測装置についてはJR東日本で

2008年度開発した在来線用試駿屯車である「MUE-TrainJ

を使用してその機能確認を行う計画であることから

MUE-Trainの制御伝送装骰として搭載されている MON8と

辿悦した情報のやり とりができるようにしました。
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3.システム構成
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図 l.

今回l~H発した制御装骰のシステム構成図を固 1 に示しま

す。

1号車と 7号車に設骰した保全サーバで MON8からのデ

ータ取岱と各種計測装骰へのデータ配信を行います。保全

サーパでは各種計測装置の登録、手動での各種計測装慨の

計測データ取得、菩積データ制限容品の設定、アラーム表

示などを行います。また、 2台の保全サーバを設四してい

るのは保全サーバの故障等により機能が果たせなくなった

届合、もう片方の保全サーバでパックアップを行うためで

す。

MUE-Trainの計画段階より計測装骰の設骰が予定され

ていた 5号車および6号車には保全端末を設置し、（呆全サ

ーパから送はされる情報データの受信、計測装置への配信、

計測装四の計測データの取得、保全サーバヘの計測データ

の送信などの機能を持たせました。 1号車およぴ7号車に

も計測装置を設齢しますが、ここでは保全端末と同じ機能

を持つ保全サーパが同様の役割を行います。さらに今後

MUE-Trainで試験を行う地上設備モニタリングの機器が

増えることも考邸し、現在設骰していない2、3号車にも

保全端末の増設ができるようにしました。

車両間のデータの受け渡しは、各車両に設置されている

端末 Aと呼ばれる装骰を介するメタル線莉速伝送により行

います。端末 Aは保全サーバまたは保全端末から送信され、

るデータについて隣り合う車両間の伝送を行うための機能

を有しています。

2台の保全サーバに集約されたデータは、 7号車に設骰

しているデータ搬送）tiPCに記録されます。この記録は試験

走行ごとに行われるので、試験実施者はデータ船送用 PC

から一括して取り出したデータを試験走行単位で管理する

ことができます。またデータ搬送用 PCには、ディスプレイ

に走行中の車両情報を表示する機能も持っています。
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システム構成図

4.事前動作確認

MUE-Trainの車内に搭載する前に、エ祝内で保全サーバ、

保全端末、データ搬送用 PCを実際に車両へ搭載するときと

同様に接続を行い、事前動作確認試験を行いました。その

状態を函2、図3に示します。

図2.動作確認

図3.端末A1i[J接続状態

今回試験を行った機器間でデータ送受信、保全サーパのバ

ックアップ機能確認などの試験を行い、正常に動作するこ

とを確認しました。
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5. MUE-Trainによる動作確認

2008年 10月に MUE-Trainの車内に制御装置を設似し、

その後 12月までMUE-Trainの試験走行で得られたデータを

用いて動作確認を行いました。

図4に保全サーバ、図5に保全端末、図6に端末Aの設

泄状1誤を示します。

図4. 保全サーバ

図5.保全端末

図6.端末A
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動作確認については以下について行いました。

①制御装置の各機能の確認

②ネットワーク性能の確認

5.1 制御装置の各機能の確認

以下の 3つの機能について確認を行いました。

(1)運転情報配信・表示機能

試験走行時に ~ION8より得られた運転梢報のデータ

を保全サーバから抜き取り 、キロ程、速度、時刻など

の運転情報が正しく記録されていることを確認しまし

た。また、保全サーバに蓄積された運転情報のデータ

と計測装置が保全サーバより受信した運転惰報のデー

タの比較行い、保全サーバより配信したデータが計測

装骰に正しく記録していることを確認しました。

運転情報をリアルタイムで表示する機能について、

正しく表示されていることを確認しました。各表示画

面について固7、図8、 図9に示します。

図7．速度表示画面

図8. ノッチ表示画面

図9.架線電圧表示画面

各表示画而は画面上部に時刻を表示し、横軸にキロ程

が表示されます。グラフの縦軸は速度表示画面では速

度、ノッチ表示画面ではノッチ、架線電圧表示画面で

は架線電圧が表示されます。表示画面を見ることによ

り走行中における速度、ノッチ、架線電圧の変化につ

いて確認することができます。
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(2)各種計測装置の動作確認、測定データ集約機能

各種計測装置の生存監視情報、アラーム情報、測定

データについて各装置に一時的に保管されたデータと

保全サーバに集約されたデータの比較行い、データが

正しく記録されていることを確認しました。また、ア

ラーム情報のデータから計測機器が正常に動作してい

るかを保全サーパのディスプレイ上で確認することが

できます。計測機器が正常に動作しているときには、

その機器の状態は緑で表示されます。アラーム情報に

より機器に異常がある場合にはその機器の状態は赤で

表示されます。表示画面について図 10に示します。
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図1.0. アラーム表示画面

(3)データの記録機能

データ搬送用 PCに記録されているデータと保全サ

ーバに一時的に保存されたデータの比較を行い、デー

タの記録が正しく行われていることを確認しました。

5.2ネットワーク性能の確認

以下の 2つの項目について確認を行いました。

(1)車両間の伝送速度

隣り合う車両間の伝送速度を測定し検証を行いまし

た。この方法は実際の営業車両において車両でのネッ

トワーク性能試験として用いられている方法です。測

定した結果、実際の営業車両における伝送速度と同等

以上の結果が得られ問題ないことが確認できました。

これは、営業車両では屋根などに配線されているため

ノイズがのりやすい環境であるのに対し、本開発では

制御装置の配線が車内にあるためノイズがのりにくい

環境であることが考えられます。

また、車上制御装置におけるアプリケーションが与

えるネットワテクヘの負荷についても評価を行うた

め、車上制御装置が動作（データ配信、計測データの

受信等を行っている状態）している状態と、動作して

いない状態での伝送速度を比較しました。伝送速度に

ほとんど差はなく、ネットワークヘの負荷は少ないこ

とが分かりました。

(2)保全サーバから各号車の保全サーバまたは保全端末

への伝送速度

保全サーバから各号車の保全サーバまたは保全端末

への伝送速度について測定し検証を行いました。測定

結果より保全サーバまたは保全端末との距離が離れる

ほど伝送速度が落ちていることがわかりました。これ

は、一般的なファイル共有プロトコルを使用したデー

タ転送を採用したため、この伝送遅延に影響されてい

るためです。しかし、制御装置の機能に影響がでるほ

どの伝送速度では無く問題ないことが確認できまし

た。

また、 (1)同様にアプリケーションが与えるネットワ

ークヘの負荷についても評価を行い、伝送時間に差が

無いことから、ネットワークヘの負荷は少ないことが

分かりました。

6 まとめ

以上の結果から、当該装置は目的とする機能を満たして

いることが分かりましたが、さらに信頼性の高い装置であ

ることを確認するため、その後も MUE-Trainによる走行試

験でデータ収集とそのデータ確認を継続的に行っていま

す。

今後は、今回の設備モニタリング用車上制御装置の開発

で得られた結果を営業車両に活用していくことを目指し、

さらに検討を進めていきたいと考えます。
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